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テニュアトラック若手人材育成について

先端ライフサイエンス拠点長平井 美朗

この度、先端ライフサイエンス拠点のnewsletterを発行する

事になりました。今回は、テニュアトラック教員の紹介を主に掲識

し:ました。今後、テニユアトラック教員の研究成果と拠点の取組み

を逐次紹介して行きたいと思っています二

先端ライフサイエンス拠点は、平成22年度の「科学技術援興
調整費若手研究者の自立的研究環境整備促進事業」に本学の

提案「富山発先靖ライフサイエンス若手育成拠点」が採択され

たのを機に設置されました。現在、この先端ライフサイエンス拠点

で若手人材育成の新たな試みにチャレンジしているところです。

これも、偏に本学の教職員の皆様のご理解があって実施出来る

事であり、この場を借りて厚〈お礼申し上げます。

ここで、まず初めに「科学技術振興調整費若手研究者の自立

的研究環境整備促進事業」について、次に先端ライフサイエンス

拠点のこれまでの取組みについて、簡単にこ・紹介しますL

1，科学技術振興調整費若手研究者の自立的研究環境盛備促

遣事業について

この事業は、国際公募により、優秀な若手研究者をテニュアト

ラック教員(特命助教あるいは特命准教授)として5年間の任期

付雇用形態で採用し、独立且つ競争的環境の中で、従来の概念

にとらわれることなく柔軟な発想力を持ち、国際鏡争力のある独

創的研究を遂行できる研究者に育成することを目指すものであ

り、任期終了時における厳格な審査を経てより安定なテニュア職

を与える仕組みで1九また、この事業を円滑に行なう為に、テニュ
アトラック教員が自立して研究活動を推進するための環境(研究

室、研究費)の整備やアクティヴィティーの高いメンターの指導及

び事務的支援を行ないます。「富山大学機能強佑プラン

-CHALLENGE 2014・』にも、重点的な取組みとして、テニュアト
ラック制を利用する若手人材育成が記載されています。

本学の先端ライフサイエンス拠点では、2ページ目の図に示す

ように、拠点長、副拠点長、メンター教員からなる実施委員会を

置き、本事業を推進しています。また、学長、関係分野の部局長、

学外委員からなるテニュアトラック教員選考・評価委員会を置

き、テニュアトラック教員の透明性ある採用や評価(年次評価、中

間評価、最終審査)を行っていま主これに加え、学外の有識者

からなる「テニュアトラックプログラム評価委員会」を設置し、本学

のテニユアトラック制に基づ〈若手研究者育成事業についての

評価を受けるシステムを取っています二さらに、学長を委員長と

し、部局長治糟成員である「テニュアトラック人材養成システム改

革推進委員会」を設置しており、今後、「富山発先端ライフサイエ

ンス若手育成拠点事業」の実績を踏まえながら、部局単位での

テニュアトラック制の導入を支援することとしていますユ

2，先端ライフサイエンス拠点のこれまでの取組みについて
この拠点に、22年度5名(内1名は自主財源により雇用、外国
人l名、女性l名)、23年度2名のテニュアトラック教員を国際公

募を経て採用していま1にまた、研究支援の為に、各々のテニュア
トラック教員に各々I名の博士研究員を雇用しています。

事業としては、園内外から著名な研究者を招聴し、22年度に

キックオフ・シンポジウム、23年度に園際シンポジウムを開催しま

した。又、毎月、主・副メンターを加えた研究進捗報告会を開催

し、分野を超えた研究者聞の幅広い意見交換を行なう事を通し

て、テニュアトラック教員の研究の助言・支援を行なっていますL

将来、テニュアトラック教員が本学に定着し、若手研究リーダー

として学際分野に果敢に挑戦することによって、研究拠点となる

新分野を開拓することを期待しています。

3，鰐わりに

グローバル化された現代において、日本が永続的に発展し続

けるためには科学技術の進展とそれを担う優れた研究者の育

成、さらにはそれらの研究者を核としたグローパル頭脳循環ネッ

トワークの構築が必要不可欠です。本学におげる「先端ライフサ

イエンス拠点」事業がその牽引役になることを願っていますユ今後

ともご支援の程宜しくお願いいたします。
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富山発先端ライフサイエンス若手育成拠点は、総括責任者である学

長のリーダーシップのもとに設置された先端ライフサイエンス拠点、テ

ニュアトラック人材養成システム改革推進委員会、及びテニュアトラック

プログラム評価委員会の3つの柱から構成されています二

先端ライフサイエンス拠点は、研究振興グループをはじめとする事務

部門の強力な支援を受けながら、主・副メンタ}教員も加わり、テニュア

トラック教員(特命助教)の研究活動を推進していますユテニュアトラック

実施委員会は、研究担当理事、拠点長、メンター、及び関係事務部長で

構成され、拠点の運営を行っていまホテニュアトラック教員選考・評価

委員会は、学長、関係分野の部局長、及び学外委員で構成され、テニュ

アトラック教員の採用、テニュア審査等の業績評価を行っていまt
テニュアトラック人材養成システム改革推進委員会は、学長を委員長

に、部局長の委員で構成さ才、富山発先端ライフサイエンス若手育成拠

点プログラムのスキ」ムを本学全ての構成員に普及されるとともに、各

部局でのテニュアトラック制の導入の推進を図っていまオ九

テニュアトラックプログラム評価委員会は、学外の有識者で構成さ

れ、富山発先端ライフサイエンス若手育成拠点プログラムの事業に関

する評価を行い、評価結果は、テニュアトラック人材養成システム改革

推進委員会及び先端ライフサイエンス拠点にフイ」ドパックされます。

|テニユアトラック関係規則 [ 

国立大学法人富山大学「富山発先端ライフサイエンス若手育成拠点」プログラムの実施に関する規則 平成22年8月5日制定 平成24年3月21日改正

国立大学法人富山大学先端ライフサイエンス拠点規則 平成24年3月21日制定

国立大学法人富山大学テニュアトラック人材養成システム改革推進委員会規則 平成24年3月21日制定

国立大学法人富山大学テニユアトラックプログラム評価委員会規則 平成24年3月21日制定

テニュアトラック教員選考内規 平成22年8月5日制定 平成24年3月21日改正

テニュアトラック教員の年次評価、中間評価及びテニュア審査に闘する内規 平成22年8月5日制定 平成24年3月21日改正

平成22年度の「科学技術振興調整費若手研究者の自立的研究環

境整備促進事業」の採択を受け、「富山発先端ライフサイエンス若手育

成拠点」プログラムを推進するため、関係規則を平成22年8月5日に制

定しました。先端ライフサイエンス拠点設置にともない、平成24年3月

21日に上記のように関係規則を制定及び改正しました。
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平成22年度採用

アワレ・スレス(SureshAWALE. PhD) 
特命助教和漢医薬学系

平成23年1月着任

From natural medicine to modem drug副scovery
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中路正
(Tadashi NAKAJI. PhD) 
特命助教工学系
平成23年1月着任

難治義患と職うお医者さんにとって最強の武器となりうる
バイオマテリアルを創製し、疾患に苦しむ患者を一人でも
多〈救うための研究を展開する

幹細胞医療は、これまで不治の病と言われていた疾患を改善または完治できる可健性

を秘めていま1れしかしながらその実現には、幹細胞だけでは不十分であり、その横能を

制御するための「材料』が必要であることが分かつています.そこで、我kの曹陳列レープ

では、高分子とタンパク質をうま〈複合化させることによって、幹細砲の機能を望みrお
りに制御できるような高機能パイオマテリアルを創製し、そして、再生医療の要ともいえ

る『幹細胞医療Jの実現に貢献するという巌終目標を掲}代、日々 研究を進めていま丈

甲斐回大輔
(Daisuke KAIDA. PhD) 
特命助教医学系
平成23年3月着任

疾患の治療法の開発を目指した皿RNAスプライシング研究

真車産生物では、転写吉れたばかりのmRNAは未成熟な状態であり、スプライシング

によるイントロンの除去などの転写後修飾を経て成熟型mRNAとなりますユスプライ

シングは、正纏な遺伝子発現のためには必須の槍織であり、細胞の個性を決定づげ

ることにも貢献していると考えられています.一方、スプライシシグに異信があると、

様kな疾風が引曹起こきれることも知られています'.~勇者は、スプライシング楓構を解

析し、理解することにより、織々な疾患の治療法の開発に貢献したいと考えていますh
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岡芳美
(Yoshimi OKA. PhD) 
特命助教薬学系
平成23年1月着任

湿り烏の高感度磁気センサーを模倣したスピン制御の
可能性と材料展開

多〈の生物は、微弱なシグナルをセンシングする健カに長けており、そのセシシング

を危険予知等として、行動に活かしていまれ本プロジェクトでは、渡り鳥が地磁気を

センシングしていることに着目して、そのメカニズム(ラジカルベア積構)を物理化学

的に理解し、模倣、材料展開することを目指していますh渡り鳥は、地磁気を利用して

渡りを行うが、磁場の乱れがあるときには、正確に渡りを行えないとの報告もありま

す.このようなシステムの模倣により、磁場の乱れを伴う災害、地震を予測できるシス

テムの提朱微弱磁場を利用できる材料の開発に繋がるものと考えま坑

二E回努
(Tsutomu TSUCmDA， PhD) 
特命助教理学系
平成23年3月着任

昆虫の暮らしを支える小さな仲間その秘密を理解し、活用する

昆虫類の多〈は、体内に特殊な代謝襖飽をもっ微生物を共生させています.これら

の共生微生物は、宿主昆虫の生存や繁殖に重要な役割を果たし、深纏遺応や進化

にも大きな影響を与える存在です.当研究室では、昆虫とその体内に生息する微生

物を研究対象として、1)密量産な共生関係を成立させている分子基盤の解明や、2)

内部共生に関わる機能分子解析法の確立、3)共生器官で発現する機能分子の選

択的阻害による新規害虫防除訟の開発、に取り組んでいますh

平成23年度採用

伊野部智由
(Tomonao INOBE. PhD) 
特命助教工学系
平成23年4月着任

蛋白質分解の司る生命現象の謎に迫る
細胞内で最も重要な蛋白質分解システムであるプロテアソームは単に不要な蛋白

質を分解するだけでなし細胞機鑑を制御する蛋白質の漉度調墜に関わっていま

す。これまでプロテアソームにより分解される蛋白質はユピキチン化されると考えられ

てきましたが、最近フラフラと徳造をとらない変性領域も必要であることがわかって

きています.しかしながらその分子機構の詳細は明らかになっていません.そこで

我身は変性領域を介したプロテアソームによる蛋白質分解の分子様構を浬解する

ことを目指しています.さらに変性領域を利用した人工的な分解制御法を開発し、自

在に細胞内の蛋白質量を調整することを最終目標としていますL
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中川崇
(Takashi NAKAGAWA. PhD) 
特命助教医学系
平成23年4月着任

代謝システムから見た者化制御機構の解明
我荷の研究室では、代謝システムから見た老化制御繊構の解明を目指し、細胞内代

謝と転写制御のクロストークを中心に、代重量と老化の繋がりを禄#な角度から研究

しています〉また、古典的な酸素学だけでなし質量分析を用いた細胞内代謝申却の網

纏的測定から、遺伝子改変マウスを用いた泊vivoでの解析まで、織々な銭衡を組み

合わせることで、統合的に代謝と老f~を理解していきたいと考えています二
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拠点長:平井美朗(副学長、大学院理工学研究部(理学)教授)

副拠点長:二階堂敏雄(大学院医学薬学研究部(医学)教授)

Awale Sure曲(特命助教:和漢医薬学系)

中路 正(特命助教:工学系)

岡 芳美(特命助教:薬学系)

甲斐田大輔(特命助教:医学系)

主因 努(特命助教:理学系)

伊野部智由(特命助教:工学系)

中川 崇(特命助教:医学系)
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先端ライフサイエンス拠点では、理学、工学系テニュアトラック教員は、五福キャンパスで、医学、

薬学、和漢医薬学系テニュアトラック教員は、杉谷キャンパスで研究室を構えていますユ

第2固打he2nd International Symposium on Cancer 
and Can偶 rStem Cells Research in To'開 maJ

篇1固『キックオフ・シンポジヲム』

平成23年3月11日(金)、本事業を紹介し、本学に周知するため、

第l回拠点シンポジウム(キックオフ)を開催しました。 平成24年2月28日(火)、圏内外のがんとがん幹細胞研究における著名な研

究者の学術的な講演とテニュアトラック教員の研究の進捗発表を行いました。

第1回研究目標・成果発表会

第2回研究目標・成果発表会

第1同研究進捗報告会

第2回研究進捗報告会

第3回研究進捗報告会(五福/杉谷)

第4回研究進捗報告会(五福/杉谷)

第5回研究進捗報告会

第6回研究進捗報告会(五福/杉谷)

6月30日

7月22日

9月16日

10月14日

11月16・22日
12月16・22日

1月23日

2月16.17日

平成23年

定例的にテニュアトラック教員と博士研究員が発表する研究進捗報告

会を開催し、本学教員も交えて、成果の状況を検討しています。

平成24年

|舗|集|後|田|
寓山大学先錨ライアサイエンス縄点は、本学の提案「宮山発先端ライフサイエンス若手育成槌点」が平成22年度「科学技術振興調整費若手研
究者の自立的研究環境整備促進事業」に採択されたことを受けて設置されました。

現在、富山大学教職員のご理解とご協力のもと、この先端ライフサイエンス掲点で若手人材育成の新たな酷みに挑戦しているところですが、
このたび、先端ライフサイエンス拠点のテニュアトラック教員の研究成果等を紹介するNewsLetterを発行する運びとなりました。本学数職員
の皆様はじめ関係織関各位に、この場を借りて厚〈お礼申し上げますとともに、今後ともご理解とご支援のほどよろし〈お願いいたしますL
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